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NEWS          LETTER

7月度理事会報告

7月11日（土）行われた7月理事会は11名の理事が参加され、下記の点
に付いて討議がなされました。

１）	 7月19日（日）午前11時より予定されている第21回定期総会に於
	 ける詳細を再度打ち合わせ（関連記事）　

２）	 2015~2016年度理事候補者を選択
３）	 赤坂寺庵精進料理教室開催のアンケート調査の結果は会員及び
	 奥様方の“興味あり”が12名に達した事から時期をみて実施する
	 方向で決まった。

４）	 会員名簿及び地域連絡網の新年度版を古田理事が作成の上総会
	 にて会員に配布する（このニュースレターに同封されます）

５）	原田公認会計士に依る“税金に関する講演会”を10月の何れかの
	 日曜日、午後１時からSF日米会会議室にて開催される事で講師の
	 都合の良い日を伺って決めた上でお知らせする。
６）	日本から来られる鹿鳴家英楽師匠と二人のお弟子さんによる“英語
	 落語”の公演が8月12日（水）午後1時半より3時半迄San Mateo 
	 Community Centerで；翌日の8月13日（木）にはサンフランシスコ
	 の Japanese Cultural & Community Centerにて午後5時より7時
	 まで公演が開催される。　興味ある方は会員のみならず友人誘い
	 合わせの上参加ください。（詳細は裏面に案内があります）

8月度理事会は8月1日（土曜日）午後4時より予定。
場所はサンマテオ槢木マーケット２階。　	 事務局（大隅敏男）

山田 淳 総領事 、作田 誠 領事のお二方を迎えして

第21回定期総会開催される

第21回定期総会の報告
　7月19日サウスサンフランシスコのバスクコミュニティーセンター
に山田淳総領事、作田誠領事をお招ねきして第21回ジャパンクラ
ブ定期総会が会員21名、委任状提出会員13名、ゲスト会員4名の
出席のもと大隅敏男事務局長の司会で開かれました。
　上野正安会長挨拶（右に別掲）に続いて山田淳総領事から
「この度、ジャパンクラブの21回目を迎える総会にお招きいただき
ありがとうございました。今迄多くの海外の赴任地でジャパンクラブ
と同様な会の集りに出席させていただきその活動に接する機会が
ありました、そしてそれぞれが目標に向かって努力し、活動しており
ました。この会が次の30回、40回の総会を迎えられます様発展を祈
ります」 （要約） とのご挨拶をいただきました、引き続き議長に上野
会長を選出し議事に移りました。
　2015年度の決算報告ならびに2016年度の予算について沖山
泰彦会計理事から説明があり、これを承認。引き続き古田紘一理事
から2015年度の事業報告と2016年度の事業計画が説明され承認
されました。さらに2016年度の理事候補13名が発表され、参加者
一同の承認を受けました。 （8月号に役職名を加え全理事の名前を
お知らせします）
　引き続き懇親食事会に移り、山田総領事も各テーブルを巡り会員
と親しくお話ししていただきました。
　食事の後は、大隅事務局長の問い
あわせに全ての会員、ゲストから
沢山の要望、提案がありこれは会
のより良い将来の為には何にも勝る
大きな収穫であったと思います、
今後はこれらの提案を一つ一つ
丁寧に検討し、実現していく為には
理事はもとより会員の皆様のお力が
ぜひ必要です、どうぞよろしくお願い
します。

会長挨拶
ジャパンクラブは創設以来、今年で21年目を迎えるこ
とになりました。 ここ迄やって来られたのも会員の皆様
の変わらぬ支援に依るものと感謝しています。 災害時
の相互扶助と言う設立目的は依然として大切に維持し
て行く積りですが、20年の歳月の間にジャパンクラブの
中身が徐々に変化して行っているのも事実です。 
21年目と言う一つの節目を迎え当クラブが今後どん
な会になって行くかを皆様と共に考えて行きたいと思い
ます。偶々、今年の総会には新会員が3名参加して居り、
それをこの席で話し合うのには絶好の機会です。
日本では「海外に住む意志と能力のある人こそ今、最
も求められる人材である」と言う発想が出て来ていま
す。当クラブの会員の皆様は全員この概念に当てはまる
人達です。 会の様々な活動を通じて皆様が夫々の貴重
な人生体験をシェアしながらジャパンクラブが発展して
行くことが今後に期待される姿だと思っています。 
是非、気持ちを新たにして一緒に我々のクラブを盛り
上げて行きましょう。
	 会長   上野正安
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新会員の紹介	 藤原敏江さん
ジャパンクラブメンバーの皆様
はじめまして。 日本とアメリカでのフィットネスインストラクター歴、25年。 30歳
で渡米、今年で20年になります。 人々に、『ありがとう』と言っていただけるような
ライフワークをつづけながら、43歳で娘を授かるまでの10年間は、サルサダン
サーとしてパフォーマンスに明け暮れ、オリジナルクラス 『サルサ De 元気』 を
通し、ベイエリアのたくさんの日本人の方々へ、サルサダンスをご紹介してきま
した。 サルサダンスも、ご一緒にいかがでしょう？ （笑） これからもどうぞよろしく
お願いいたします。	 藤原敏江

早川真佐緒さん の e-mail アドレスが変更になりました、恐縮ですがお
手元の名簿を新しいアドレスに直してください。
新アドレス：hayakawa.sunnyvale@gmail.com です

 年金情報流出問題への対応
                                        海外年金相談センター　市川　俊治
　日本年金機構において、職員が電子メールのウイルスが入った添
付ファイルを開封したことにより、不正アクセスが行われ約125万件
の年金情報が流出しました。  流出は5月28日に判明したとのことで
す。  流出した情報は、基礎年金番号、氏名、生年月日、住所の4項目
です。  基礎年金番号、氏名、生年月日の情報流出が116万件。  4項
目すべての流出は5.2万件です。  流出したのは東京の「記録突合セ
ンター」、沖縄、和歌山両事務センターで使われた情報で大半は沖
縄事務センターの情報とみられています。  日本年金機構は個人情
報が流出した加入者・受給者の被害防止に全力を挙げて取り組む
としていますが、当面の対応として流出した加入者の基礎年金番号
を新しいものに変更し、それを郵便で案内を開始をしています。  海
外にお住まいの方にも該当する場合は必ず連絡が参りますのでそ
れで自分が該当するかどうか判断することが出来ます。  基礎年金番
号、氏名、生年月日、住所が分かれば住所変更の手続きは可能とな
ってしまいますので、
本人確認は今まで以上に厳格に手続きが進められることとなると思
われます。  情報流出以降、日本国内では詐欺まがいの電話が頻繁
にかけられ、金銭的被害も現実発生しています。  海外までは詐欺電
話は掛かってこないと思いますが一応ご用心ください。  日本年金機
構や年金事務所から年金加入者や受給者の方に直接電話をするこ
とはありません。
　今回の年金情報流出問題で情報が流出していない方は特別に取
るべき手続きはありませんが、年金受給者の皆様が日頃から注意し
ておくべき点は、①年金支給月(偶数月)に日本から送られてくる振込
通知書が届いているかどうかそして通知書の住所は正しいかどうか
②年金の振込がちゃんとなされているかどうか、振込金額は正しい
かどうか　の確認作業を都度行うことです。

海外年金相談センター
http://nenkinichikawa.org
市川俊治
〒171-0021
豊島区西池袋2-12-9-402（2015.10住所移転予定）
TEL&FAX 03-6912-7832
E-Mail shunjiichikawa@gmail.com

   

ひとりごと

   この欄は会員の皆様に開放されたスペース
です、貴方のこだわり、旅の想いで、専門的知識
など皆さんに伝えたい事をスタイルにこだわら
ずお寄せください。文字数はおよそ1,000 字
程度とし、毎月の締め切りは15日です。ひとりごと

ジャパンクラブ
会員の

東南アジアクルーズ
　 (その４ホーチミン市（サイゴン）ベトナム）  	 　大隅敏男　
　チャンメイを出港して南シナ海を更に南に向け二日弱航海するとべトナム南
部の首都ホーチンミン市に到着する。  此処はベトナム社会主義共和国が導入
された1976年、初代大統領ホーチンミンの名をとって旧名サイゴンから改名さ
れた。  土地の人達は今でもホーチンミン市とは言わず相変わらず “サイゴン” 
と言い続けていると案内人は言っていた。
北の都チャンメイに劣らず市内はバイクの氾濫に加え自動車、バス、トラック等
が入り乱れこの街で運転するのは狂気の沙汰だと感じた。

　サイゴンは1859年にフランスがゴム農園開拓の目的で植民地化され以降永
い間続いたフランス政権が残した文化は街の街路、建築、食文化に至るまでフ
ランス風が導入され、一時は東洋のパリとさえ言われる程繁栄したが幾多の戦
争が災いして現在ではその昔の面影も薄い。
市内の観光名所として幾つか名を挙げられるものの内、戦争遺物品博物館、“ク
ーチ地下トンネル”等があるが、何も酷い戦争の傷跡を残した遺物や遺跡で戦
争の醜さを物語っていた。
この “クーチ地下トンネル” は全長125マイルに達し最新兵器を駆使しくる敵
に対抗して地下道を3断層に掘り抜き、奇襲を掛けて消え伏せられる様に森林
中にカモフラージュして造られており入口が何処に在るのか全然見当もつかな
い。  更に入口は小柄な東洋人が入るのは易しいが大柄な西洋人が入るには
肩/腰等がつかえてなかなか入らない。  或る入口はトラップドアになっており、
うっかり入ると先の尖った竹槍や鉄槍が密集しており串裂きにされる。  経験の
為に我々数人で入って中を徘徊したが、
息苦しくなる程の圧迫感で早々に飛び出
した。 戦争の傷跡は未だに残されている
ものの街ゆく人達は世界経済競争に取り
残されぬ様一生懸命健闘している様に
見えた。

写真（下）：ベトナムメコン川クルーズと 　
（右）ホーチミン市郊外の森の中にあるクーチトンネ

ルのカモフラージュした地下トンネル入り口

   \英語で落語を聞く会
無料　　　　  日本から来られる、鹿鳴家英楽（カナリヤ•エイラク）　　　　 師匠（本名、須藤達也：神田外語大学、駒澤大学講師）とその
弟子による英語による落語の公演会が開かれます。
　師匠の計らいでこの催しは無料で参加出来ます、席数に
限りがありますので早めに予約される事をお勧めします。

日時：	 8月12日 (水) 午後1時30分〜3時30分
場所：	 San Mateo Japanese American Community Center
	 415 South Claremont Street, San Mateo 
RSVP：	電話 650-341-7857  古田まで

日時：	 8月13日 (水) 午後5時〜7時
場所：	 Japanese Cultural and Community Center 
	 of Northern California
	 1840 Sutter Street, San Francisco
RSVP：	電話 415-751-5541 or 415-608-5541  柏原まで
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